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平成23年度国民健康保険税率は据え置きとなりました

輝け笛吹の未来
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環境ニュース

図書館インフォメーション



　８月21日（日）に開催される花火大会の有料観覧

席を今年も販売します。

　①グループ１０（１０名シート席）　22,000円

　②ファミリー５（５名シート席）　　11,000円

　③個人観覧席　（１名）　　　　　　 2,000円

　④障がい者席　（２名一組）　　　　 3,000円

▼取扱いチケット①・②・③

○チケットぴあ窓口（イオン石和店・セブンイレブン）

○チケットぴあ電話予約　☎�0570（02）9999

　　　　　　　　　　　　（午前10時～午後11時）

　　　　　　　　　　　　Pコード　619－461

※電話予約後にセブンイレブンでの受け取りとな

ります。

▼取扱いチケット③

　ＪＲ石和温泉駅前オリオントラベル

　☎�055（261）1561

▼取扱いチケット④

　笛吹市観光物産連盟　☎�055（261）2829

■問合せ先　（社）笛吹市観光物産連盟（観光商工課内）

　　　　　　☎�055（261）2829

　かがり火がゆらめく笛吹川で繰り広げら

れる鵜と鵜匠による伝統の技をご覧ください。

▼日時　7月20日（鵜飼始め）～８月19日（鵜

飼納め）の水・木・土・日

（８月19日は金曜日ですが実施しま

す）

午後８時～８時50分

※荒天時、または川の水量により中

止の場合があります。

▼場所　市役所前笛吹川

■問合せ先　観光商工課

　　　　　　☎�055（262）4111

　期間中の毎晩10分間、夏の夜空を華麗に彩る花火でお楽しみ

ください。

▼日時　７月20日（水）～８月20日（土）

　　　　午後８時50分～９時

　　　　※雨天の場合中止あり。

▼場所　市役所前笛吹川河川敷

■問合せ先　石和温泉旅館協同組合

　　　　　　☎�055（262）3626　８月21日に開催する石和温泉花火大会において、この度の震災により市内に避難している方を

元気づける様々な企画を用意し、復興を後押しします。

　800年の伝統を今に伝える古式ゆかしい鵜飼と、毎夜、趣向を凝らした花

火の競演に笛吹川のほとりは賑わいます。また、次のとおり「石和温泉花火

大会」の有料観覧席チケット販売が開始されます。ぜひ、心が躍動するひと

時をお楽しみください。



　ジェネリック医薬品（後発医療薬品）とは、新薬（先発

医薬品）の特許が切れた後に製造販売される薬のことで、

価格が新薬に比べて低価格でありながら、新薬と同様な効

果が得られます。

　医療費の節約や自己負担額も減額する場合もありますの

で有効に利用しましょう。

�　
国
民
健
康
保
険
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

幸
い
に
も
、
市
の
国
民
健
康
保
険
会
計

は
、
22
年
度
決
算
見
込
み
で
繰
越
金
を

計
上
す
る
こ
と
が
で
き
、
23
年
度
に
お

い
て
22
年
度
と
同
率
で
保
険
税
の
算
定

を
行
っ
た
結
果
、
収
支
に
赤
字
は
見
込

ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
税
率
の
改
定
は

見
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
も
納
期
内

納
付
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
く
と

と
も
に
、
医
療
費
削
減
へ
の
ご
協
力
も

併
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

�　
7
月
中
旬
に
平
成
23
年
度
国
保
税
の

普
通
徴
収
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　
納
付
期
限
は
、
7
月
末
（
※
）
か
ら

翌
年
2
月
末
ま
で
の
毎
月
納
付
で
す
。

1
年
分
の
国
保
税
を
8
回
に
分
け
て
納

め
ま
す
。

　
特
別
徴
収
対
象
者
は
、
納
期
に
関
係

な
く
年
金
支
給
か
ら
の
天
引
き
と
な
り

ま
す
。

　
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
納
付
期
限

・
第
1
期
�
平
成
23
年
8
月
1
日
（
月
）

・
第
2
期
�
平
成
23
年
8
月
31
日
（
水
）

・
第
3
期
�
平
成
23
年
9
月
30
日
（
金
）

・
第
4
期
�
平
成
23
年
10
月
31
日
（
月
）

・
第
5
期
�
平
成
23
年
11
月
30
日
（
水
）

・
第
6
期
�
平
成
23
年
12
月
28
日
（
水
）

・
第
7
期
�
平
成
24
年
1
月
31
日
（
火
）

・
第
8
期
�
平
成
24
年
2
月
29
日
（
水
）

※
土
・
日
・
祝
日
に
当
た
る
場
合
は
そ

の
翌
日

▼
納
付
方
法

①
口
座
振
替

　
　
納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
国
民

健
康
保
険
課
・
各
支
所
ま
た
は
次
の

金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
市
内
金
融

機
関
に
備
え
て
い
ま
す
。

※
口
座
振
替
日
は
納
期
と
同
じ
日
で
す

が
、
第
6
期
は
12
月
26
日
で
す
。

※
本
庁
で
は
普
通
口
座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
ご
持
参
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま

す
。

②
納
付
書

　
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融

機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で

納
め
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書

裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
納
期
を
過
ぎ
る
と
・
・
・

　
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
の
な
い
世

帯
に
は
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
、
ま

た
徴
収
員
が
訪
問
し
ま
す
。
徴
収
員

は
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す

が
、
ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
役
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
滞
納
が
続
く
と
、
有
効
期

限
の
短
い
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の

発
行
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
減
免
・
軽
減
措
置

　
　
次
の
理
由
で
納
付
が
困
難
な
場
合
、

減
免
や
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

①
住
宅
災
害

②
農
作
物
被
害

③
疾
病
に
よ
る
失
業

④
旧
被
扶
養
者
（
後
期
高
齢
者
制
度
創

設
に
よ
る
措
置
）

⑤
非
自
発
的
失
業
者

※
申
請
に
は
必
要
な
書
類
や
条
件
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
の
申
告
は
お
済
で
す
か

　
保
険
税
の
決
定
や
減
免
、
高
額
療

養
費
の
算
出
に
あ
た
っ
て
は
、
世
帯

の
所
得
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
告
を
し
て
い
な
い
方
が
い
る
と
、

適
正
な
保
険
税
が
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
3
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
9
0
9
9
円
で
し
た
。

平
成
22
年
3
月
と
比
較
し
て
、
７
８
９

円
（
４
・
３
％
）
上
が
り
ま
し
た
。
医

療
費
の
増
加
は
、
国
保
税
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
で
医
療
費

の
節
約
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
健

康
保
険
は
と
て
も
大
切
な
仕
組
み
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税

で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
国
保
を
安

定
し
て
維
持
す
る
た
め
に
も
、
手
続
き

を
確
実
に
行
い
、
国
保
税
の
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

荻野市長に答申書を手渡す市国民健康保険運営協議会��雨宮会長

・山梨中央銀行

・笛吹農業協同組合

・フルーツ山梨農業

　協同組合

・甲府信用金庫

・山梨信用金庫

・山梨県民信用組合

・ゆうちょ銀行

一人当たり療養給付費

19,500

19,000

18,500

18,000

17,500

17,000

16,500

H21.3
17,027

H22.3
18,310

H23.3
19,099



芦川町

一部が対象外となる地域

地区名

石和町

御坂町

一宮町

八代町

境川町

春日居町

課税対象

全域対象区域

全域対象区域

一部が対象外となる地域

対象外となる地域

全域対象区域

一部が対象外となる地域

全域対象区域

一部が対象外となる地域

全域対象区域

一部が対象外となる地域

対象外となる地域

全域対象区域

全域対象外

大　　　字

川中島、八田、市部、窪中島、四日市場、
広瀬、下平井、上平井、中川、山崎、松
本、唐柏、東高橋、今井、河内、小石和、
砂原、井戸、東油川

二之宮、夏目原、金川原、井之上、八千
蔵、下野原、栗合、蕎麦塚、成田、国衙

下矢作、小城、北都塚、末木、本都塚、
竹原田、金田、橋立、東原、国分、坪井、
田中、市之蔵、塩田、地蔵堂、千米寺、
中尾、南野呂、北野呂、上矢作

一ノ宮、新巻、神沢、東新居、狐新居、
金沢、土塚、石

小黒坂、小山、前間田、石橋、三椚、大
坪、大窪、寺尾

尾山、上黒駒、下黒駒、竹居、大野寺

藤野木

北、高家、大間田、永井、米倉

南、岡、増利、竹居、奈良原

大黒坂、藤垈

坊ケ峯

小松、加茂、徳条

熊野堂、下岩下、別田、桑戸、寺本、国府、鎮目

※都市計画区域内の宅地、雑種地、家屋に課税されます。田、畑、山林等へは課税されません。

納
め
ら
れ
た
都
市
計
画
税
は
ど
の
様
に

使
わ
れ
る
の
で
す
か
。

　
こ
の
税
は
都
市
計
画
事
業
に
使
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
笛
吹
市
で

は
、
新
た
な
都
市
公
園
の
整
備
や
街
路
・

ご
み
焼
却
場
等
の
整
備
、
公
共
下
水
道

事
業
や
下
水
道
事
業
債
の
償
還
金
等
に

充
て
る
計
画
で
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に
お
い
て

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
受
益
者
負

担
金
や
使
用
料
も
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
建
設
費
用
や
施
設
維
持

管
理
費
の
す
べ
て
を
ま
か
な
う
に
は
至

り
ま
せ
ん
。
特
に
建
設
費
に
か
か
る
下

水
道
債
は
、
約
2
3
9
億
9
千
万
円
（
平

成
21
年
度
末
残
高
）
で
、
一
般
会
計
か
ら

毎
年
度
約
17
億
円
を
下
水
道
特
別
会
計

へ
繰
り
出
し
を
行
っ
て
、
事
業
運
営
費

や
償
還
金
に
充
て
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
る
エ
リ
ア
は

ど
こ
で
す
か
。

　
笛
吹
市
内
の
都
市
計
画
区
域
内
と
な

り
ま
す
。
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
一

部
対
象
地
域
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
税

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
課
税
対
象
は
、
土
地
（
宅
地
、
雑

種
地
と
し
農
地
、
山
林
、
原
野
等
は
除

く
）
と
家
屋
に
対
し
て
で
す
。

あ都
市
計
画
区
域
の
中
に
あ
っ
て
も
下
水

道
整
備
計
画
外
の
人
に
は
不
公
平
で
は

な
い
で
す
か
。

　
都
市
計
画
区
域
と
公
共
下
水
道
計
画

区
域
は
一
致
し
て
い
な
い
た
め
、
下
水

道
計
画
区
域
外
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま

た
、
下
水
道
計
画
区
域
で
あ
っ
て
も
事

業
認
可
区
域
（
工
事
を
行
う
こ
と
が
決

定
し
た
区
域
）
外
に
お
住
ま
い
の
方
々

に
は
不
公
平
感
が
生
ず
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
公
平
・

公
正
の
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ

い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
し
て
設
置
費
の
一
部
を
補
助
す
る
考

え
で
い
ま
す
。

市
内
都
市
計
画
区
域
に
課
税
さ
れ
る
と

ど
の
位
の
税
収
が
見
込
ま
れ
る
の
で
す

か
。
　
平
成
21
年
度
に
石
和
町
地
域
に
課
税

さ
れ
た
年
間
調
定
額
は
2
億
8
千
万
円

で
す
。
こ
れ
は
、
都
市
計
画
税
課
税
標

準
額
（
固
定
資
産
税
課
税
標
準
額
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
が
、
住
宅
用
地
の
課
税
の

特
例
割
合
が
異
な
り
ま
す
）
に
0
・
2

％
の
税
率
で
課
税
し
た
も
の
で
す
。
同

じ
税
率
で
市
内
都
市
計
画
区
域
へ
課
税

し
た
場
合
の
試
算
で
は
約
6
億
円
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
本
市
以
外
に
5
市
（
甲
府

市
、
韮
崎
市
、
山
梨
市
、
甲
州
市
、
富

士
吉
田
市
）
と
2
町
（
富
士
川
町
、
市

川
三
郷
町
）
が
都
市
計
画
税
を
課
税
し

て
い
ま
す
。
税
率
は
、
制
限
税
率
0
・

3
％
が
１
市
、
0
・
2
％
が
4
市
町
、

0
・
1
％
が
2
市
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
税
を
廃
止
し
た
場
合
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

　
6
億
円
を
見
込
む
都
市
計
画
税
は
、

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
も
し
も
、

都
市
計
画
税
を
課
さ
な
い
（
廃
止
）
と

し
た
場
合
、
下
水
道
事
業
債
の
償
還
金

の
財
源
は
目
的
税
を
除
く
税
収
等
を
充

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
継
続
事
業
や
新

規
事
業
な
ど
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

影
響
を
生
ず
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

▼
第
1
期
の
納
付
期
限

�
8
月
1
日
（
月
）

※
全
期
を
一
括
で
納
付
す
る
場
合
は
、

7
月
15
日
（
金
）
ま
た
は
8
月
1
日
（
月
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
二
重
納
付
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
納
付
以
外
の
方
に
は
納
付

書
が
6
枚
入
っ
て
い
ま
す
。
納
付
方
法

に
よ
り
使
用
し
て
い
た
だ
く
納
付
書
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
納
付
す
る
際
に
は
、

納
付
書
一
番
右
側
の
印
字
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
（
年
税
額
が
4
0
0
0
円

未
満
の
場
合
納
付
書
は
1
枚
に
な
り

ま
す
）

■
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1
（
代
）



　
ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
二
回

目
で
は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
3
つ
の
神
楽
を
紹
介
し

ま
す
。

　
現
在
、
笛
吹
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
和
地
区
の
砂
原

太
太
神
楽
、
境
川
地
区
の
寺
尾
太
太
神

楽
は
、
江
戸
時
代
宝
永
年
間
（
１
７
１

０
年
）
、
佐
久
神
社
宮
司
の
抽
那
日
向

が
京
都
遊
学
の
際
に
学
ん
だ
神
楽
を
帰

郷
後
、
子
弟
た
ち
に
伝
授
し
た
も
の
が

も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
伊
勢
神
楽
の
系
統
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
砂
原
太
太
神
楽
は
、
明
治
20
年
9
月

18
日
、
砂
原
地
区
の
人
々
に
神
官
の
抽
那

安
隣
か
ら
伝
授
さ
れ
免
許
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
砂
原
の
神
楽
師

と
呼
ば
れ
、
甲
府
の
住
吉
神
社
、
一
宮

の
浅
間
神
社
、
静
岡
県
三
島
市
の
三
島

大
社
に
も
出
向
き
、
神
楽
を
舞
い
ま
し

た
。
特
に
住
吉
神
社
で
は
明
治
22
年
か

ら
、
毎
年
欠
か
す
こ
と
な
く
舞
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
境
川
町
中
寺
尾
の
諏
訪
南
宮
神
社
に

も
、
神
楽
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
神
楽
は
寺
尾
太
太
神
楽
と
呼
ば
れ
、

寺
尾
諏
訪
南
宮
大
神
社
太
太
神
楽
舞
子

に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
尾
の

神
楽
に
は
、
24
の
舞
が
あ
り
毎
年
、
4

月
の
祭
礼
で
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

境
川
町
藤
垈
の
金
刀
比
羅
神
社
の
ほ
か

甲
府
市
内
4
カ
所
の
神
社
で
も
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。
寺
尾
太
太
神
楽
は
、

明
治
21
年
に
4
名
が
発
起
人
と

な
り
神
楽
会
を
組
織
し
た
こ
と

に
始
ま
り
、
石
和
町
の
佐
久
神

社
神
官
抽
那
安
隣
に
よ
り
伝
授

さ
れ
免
許
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
代
町
永
井
に
あ
る
永
井
天

神
社
に
も
、
永
井
天
神
社
神
楽

保
存
会
に
よ
り
神
楽
が
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
楽
は
、

か
つ
て
は
4
月
2
日
、
3
日
に

舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

18
年
か
ら
は
4
月
第
一
土
・
日

曜
日
に
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
永
井
天
神
社
の
神
楽
は
、
大

和
神
楽
ま
た
は
永
代
神
楽
と
い

わ
れ
る
も
の
で
、
近
隣
の
人
た

ち
か
ら
は
「
永
井
の
お
か
ぐ
ら
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

室
町
時
代
の
永
享
年
間
（
１
４
２
９
年

〜
１
４
４
１
年
）
に
始
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
途
絶
え
、
明
治
21
年
に
再

興
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
神
楽
は
町
村
合
併
前
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
村
で
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
16
年

10
月
12
日
、
町
村
合
併
と
と
も
に
笛
吹

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

ぬ
き
な

ひ
ゅ
う
が

ぬ
き
な

す
わ
な
ん
ぐ
う

か
ぐ
ら
し

こ
�
ん
�
ぴ
�
ら

あ
ん
り
ん

諏訪南宮神社に伝わる寺尾太太神楽

寺尾神楽面

永井天神社に伝わる「永井のおかぐら」

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

いいねえ！推進委
員会に声をかけて
みようかな。

笛ちゃん 吹ちゃん

1．人権尊重の意識を高めるための教育の推進
2．男女差別のない働きやすい環境づくり
3．健康で安心して暮らせる環境づくり
4．男女が互いに豊かに生活でき、活動しやすい地域づくり
5．男女共同参画を進める体制づくり

　この4月、それぞれのお宅に「第２次笛吹市男女共同参画プラン」“輝け男女　笛吹プラン"（ダイジェ

スト版）が届けられたと思います。

　このプランは、私たち笛吹市男女共同参画推進委員会内にプラン策定委員会を設け、市民の皆さんへの

アンケートを実施するなど長時間にわたり慎重に審議し、加えて市民の皆さんへパブリックコメント（広

く、意見・情報・改善案などを求めること）をお願いし

たのち、策定したものです。

プランの冒頭、

　「（前略）～笛吹市においても、平成18年度から「輝け

男女　笛吹プラン（第一次）」を策定し、男女共同参画

社会実現のために取り組んでいますが、第一次プランの

取り組みをさらに進め、笛吹市の実情に即した施策を展

開するべく本プランを策定しました。

　男女が平等で対等なパートナーとして、心豊かで安心

できる21世紀社会の構築に向け、市民、事業者、行政が

手を携えて、施策の推進に取り組んで行きたいと考えて

いますので、市民の皆さんの一層のご理解、ご協力をお

願い申し上げます。」と記載されています。

　先に推進委員会職場部会で行った調査では、プランの

認知度、周知度は低いものでした。ぜひダイジェスト版

をお手元に保存され、各種団体や職場、地域の活動に生

かしていただけますよう心からお願いします。

　そして第２次プランでは、重点目標と具体的施策の次に、新たに「市民ができること」を具体的に
挙げさせていただきました。ぜひ皆さんの実生活に生かしてください。

一度職場での勉
強会に使わせて
もらうわ。



昨年の夏休みに行われた
前回大会

　
ほ
か
の
学
校
や
違
う
学
年
の
お
友
達

と
一
日
楽
し
く
囲
碁
や
将
棋
を
指
し
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
8
月
10
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�

1
階
�
集
会
室

▼
囲
碁
ル
ー
ル
　
一
九
路
盤
を
使
用
し

互
先
で
黒
の
6
目
半
コ
ミ
出
し

▼
定
員
　
囲
碁
・
将
棋
各
40
名

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
弁
当
・
水
筒

　
世
界
的
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
奏
者
池
上

英
樹
さ
ん
が
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
や

っ
て
き
ま
す
。
巧
み
な
演
奏
技
術
の
マ

リ
ン
バ
や
熱
い
ジ
プ
シ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
な
ど
数
々
の
名
曲
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
ピ
ア
ノ
は
ソ
リ
ス
ト
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
動
し

て
い
る
廣
瀬
史
佳
さ
ん
で
す
。

　
入
場
料
収
入
全
額
を
、
東
日
本
大
震

災
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
3
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
5
時

　
開
演
　
午
後
5
時
30
分

▼
場
所
�
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�
集
会
室

▼
曲
目

○
サ
ラ
サ
ー
テ

�
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン

○
中
村
八
大
　
黄
昏
の
ビ
ギ
ン

○
モ
ン
テ
ィ
　
チ
ャ
ル
ダ
ー
シ
ュ

▼
入
場
料
　
一
般
　
�
　
　
1
5
0
0
円

　
　
　
�
　
高
校
生
以
下
　
1
0
0
0
円

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
様
の
ご
入
場

は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
池
上
英
樹
…
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
大
阪
教
育
大
学
で
学
ん
だ
後
、
１
９

９
７
年
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
（
Ｃ
Ｎ

Ｓ
Ｍ
）
、
パ
リ
国
立
音
楽
院
（
Ｃ
Ｎ
Ｒ
）

へ
留
学
。
１
９
９
７
年
第
46
回
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
位

入
賞
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
・
カ
ー
ル
ス
ル

ー
エ
音
楽
大
学
で
学
ぶ
。
第
16
回
日
本

管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル
打
楽
器
部
門
第

2
位
入
賞
。

　
２
０
０
４
年
度
青
山
音
楽
賞
、
２
０

０
５
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
賞
音
楽
部
門

新
人
賞
を
受
賞
。

　
独
創
的
な
打
楽
器
の
世
界
観
は
各
界

か
ら
常
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
者

　
（
行
政
区
・
事
業
所
単
位
）

▼
日
程
　
8
月
7
日
（
日
）
・
14
日
（
日
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
0
円

▼
定
員
　
先
着
16
チ
ー
ム

▼
申
込
締
切
　
7
月
27
日
（
水
）

▼
代
表
者
会
議

○
7
月
28
日
（
木
）
午
後
7
時
30
分
か
ら

○
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�1
階�

�会
議
室

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
6
0

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
と
自
身
の
体
力

の
現
状
を
知
る
た
め
の
体
力
測
定
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
23
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
清
流
館
（
柔
道
場
・
剣
道
場
）

▼
内
容

○
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ル
、
ビ
ー
ン
ボ
ー

リ
ン
グ
、
輪
投
げ
等

○
体
力
測
定

　
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
等

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

廣瀬史佳さん

池上英樹さん

　　
ピ
ア
ノ
演
奏
と
お
話
で
楽
し
む
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時
　
7
月
17
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時

　
開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所

　
い
ち
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

▼
出
演
者

　
古
屋
真
木
子
（
ピ
ア
ノ
）

　
市
川
ち
づ
る
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
三
浦
�
和
子
（
ピ
ア
ノ
）

　
真
由
　
　
　
（
朗
読
）

　
市
川
�
沙
絵
（
ピ
ア
ノ
）

▼
内
容

○
お
話
で
楽
し
む

眠
れ
る
森
の
美
女
（
連
弾
）

み
か
ん
の
花
咲
く
丘

野
ば
ら
、
す
み
れ
、
む
こ
う
む
こ
う
他

○
リ
ス
ト
生
誕
2
0
0
年
に
寄
せ
て

愛
の
夢
、
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
他

▼
チ
ケ
ッ
ト
代

　
中
学
生
以
上
　
前
売
1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
当
日
1
5
0
0
円

　
小
学
生
以
下
　
前
売
　
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
当
日
　
7
0
0
円

�
（
3
歳
児
未
満
無
料
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
・
各
出
演
者

▼
後
援

　
笛
吹
市
教
育
委
員
会

■
問
合
せ
先

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
5
0
1
（
市
川
）

　
☎
0
5
5
（
2
3
7
）
6
8
5
0
（
三
浦
）

　
日
本
人
と
「
虫
」
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
、
貴
重
な
昆
虫
の
標
本
類
を
は
じ

め
、
写
真
や
映
像
、
歴
史
資
料
な
ど
に

よ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
7
月
9
日
（
土
）
〜
8
月
29
日
（
月
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
山
梨
県
立
博
物
館

▼
観
覧
料
　
大
人
5
0
0
円

▼
休
館
　
毎
週
火
曜
日

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
森
の
せ
せ
ら
ぎ
に
放
流
し
た
ニ
ジ
マ

ス
の
つ
か
み
捕
り
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
対
象
　
3
歳
児
〜
中
学
生

▼
日
時
　
8
月
6
日
（
土
）

受
付
　
午
前
8
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
７
日
（
日
）
に
延
期

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
1
8
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
円

▼
服
装
・
持
ち
物
　
濡
れ
て
も
良
い
服
装
・

川
に
入
れ
る
運
動
靴
な
ど
・
軍
手
・

着
替
え
・
手
ぬ
ぐ
い
・
魚
を
入
る
ク

ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

▼
申
込
期
間
　
7
月
6
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
季
節

の
花
や
果
物
な
ど
を
写
生
し
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
13
日
（
土
）
〜
15
日
（
月
）

受
付
　
当
日
随
時

開
催
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
高
田
恭
子
氏

▼
参
加
費
　
1
0
0
円

　
公
園
の
池
や
金
川
の
水
辺
に
は
、
ど

ん
な
生
き
物
が
す
ん
で
い
る
の
か
観
察

し
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
20
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
窪
田
茂
氏

　
（
や
ま
な
し
淡
水
生
物
研
究
会
会
長
）

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物

濡
れ
て
も
良
い
服
装
・
川
に
入
れ
る

運
動
靴
な
ど
・
帽
子
・
手
ぬ
ぐ
い
・
網
・

入
れ
物
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
）

飲
み
物

▼
申
込
期
間

　
7
月
20
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
共
催
　
笛
吹
市

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

昨年度開催されたコンサートより

※
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
の
一
部
は
東
日
本
大

震
災
義
援
金
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。



▼
募
集
す
る
職
種
・
人
数

【
一
般
行
政
職
】

一
般
事
務
（
若
干
名
）

社
会
福
祉
（
１
名
程
度
）

建
築
　
　
（
１
名
程
度
）

土
木
　
　
（
１
名
程
度
）

【
消
防
職
】
（
２
名
程
度
）

▼
受
験
資
格

○
一
般
事
務
Ⅰ

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

○
一
般
事
務
Ⅱ

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
一
般
事
務
Ⅰ
の
要
件
に
該
当
し
な

い
人
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

○
一
般
事
務
（
自
己
ア
ピ
ー
ル
）

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
、
研
究
学
術
、

社
会
国
際
貢
献
な
ど
の
分
野
に
お
い

て
大
き
な
実
績
、
成
果
を
収
め
、
こ

れ
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
培
わ
れ
た

意
欲
や
能
力
を
市
政
で
発
揮
で
き
る

人
で
、
一
般
事
務
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
の
受

験
資
格
に
該
当
す
る
人

○
社
会
福
祉
（
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

・
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

・
社
会
福
祉
主
事
の
任
用
資
格
を
有
す

る
人
、
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
に
そ
の
資
格
を
取
得
見
込
み
の

人
○
建
築
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

○
土
木
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

○
消
防
職
Ⅰ

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

○
消
防
職
Ⅱ

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
消
防
職
Ⅰ
の
要
件
に
該
当
し
な
い

人
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人

※
他
に
条
件
や
欠
格
事
項
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
７
月
25
日
か
ら
配
布
す

る
試
験
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
試
験

○
職
種
　
一
般
事
務
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

○
受
験
資
格
（
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能

な
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で

き
る
人

○
年
齢
要
件

・
上
記
一
般
事
務
Ⅰ
の
受
験
の
場
合
、

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

・
上
記
一
般
事
務
Ⅱ
の
受
験
の
場
合
、

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

▼
受
験
手
続
き

○
試
験
案
内
配
布
期
間

　
７
月
25
日
（
月
）
〜
８
月
17
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　
８
月
１
日
（
月
）
〜
８
月
17
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

○
試
験
案
内
配
布
・
申
込
受
付
場
所

　
総
務
部
総
務
課

　
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付

　
詳
し
く
は
、
７
月
25
日
以
降
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
一
次
試
験
日

　
９
月
18
日
・
19
日
（
２
日
間
）

▼
二
次
試
験
日

10
月
中
下
旬
の
予
定
（
一
次
試
験
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
問
合
せ
先

総
務
課
�
人
事
給
与
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
で
は
、
来
年
４
月
に
採
用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
職
種
、
採
用
試
験
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
4
月
よ
り
運
用
開
始
し
ま
し
た
「
笛

吹
市
八
代
定
住
促
進
住
宅
」
に
つ
き
ま

し
て
、
随
時
入
居
申
込
み
の
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。
申
込
資
格
等
を
ご
確
認

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
建
物

○
名
　
称

　
笛
吹
市
八
代
定
住
促
進
住
宅

○
所
在
地

笛
吹
市
八
代
町
米
倉
1
5
4
2
番
地
5

○
階
　
数

　
5
階
建
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
）

○
構
　
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

○
間
取
り
　
3
Ｄ
Ｋ
　
約
53
㎡

○
家
　
賃
　

・
全
戸
一
律
　

月
額
　
3
万
6
0
0
0
円

・
駐
車
場
代
　
　
　
　

　
　
2
0
0
0
円

　
（
1
世
帯
1
台
の
み
）

・
月
額
合
計
　
　
　
　

3
万
8
0
0
0
円

▼
申
込
概
要

○
申
込
資
格

　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者

・
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
者

　
（
単
身
不
可
）

・
市
町
村
県
民
税
等
の
税
金
に
滞
納
が

な
い
者

・
県
内
の
連
帯
保
証
人
が
た
て
ら
れ
る
者

・
暴
力
団
員
で
な
い
者

・
世
帯
の
収
入
（
所
得
）
合
計
が
、
条
例

に
規
定
す
る
基
準
（
家
賃
の
3
倍
）
以

上
で
あ
る
こ
と

▼
申
込
書
類

①
笛
吹
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書

②
世
帯
員
全
員
の
所
得
の
わ
か
る
書
類

（
市
内
在
住
の
方
は
定
型
様
式
と
な
り

ま
す
）

③
住
民
票
謄
本
（
全
部
証
明
）

■
問
合
せ
先
　
建
設
部

管
理
総
務
課
（
市
役
所
南
館
内
）

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
2

　
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
・
整
理
作

業
等
を
行
う
学
芸
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
▼
募
集
人
数
　
臨
時
職
員�

1
人

▼
勤
務
日
・
時
間

○
月
〜
金
曜
日

○
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

▼
資
格
・
勤
務
条
件

○
博
物
館
学
芸
員
の
資
格
・
普
通
免
許

を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

○
発
掘
調
査
・
報
告
書
作
成
の
経
験
が

あ
る
方

▼
賃
金
　
日
給
制
　
日
額
9
0
0
0
円

▼
手
当
6
月
と
12
月
に
合
わ
せ
て
30
日
分
（
6

月
は
10
日
分
、
12
月
は
20
日
分
）

ま
た
、
市
役
所
南
館
ま
で
2
キ
ロ
以

上
通
勤
の
場
合
、
手
当
有
り

▼
各
種
保
険
　
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

保
険
・
雇
用
保
険
適
用
有
り

▼
勤
務
内
容
　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
（
寺

院
・
役
所
跡
な
ど
）
、
史
跡
整
備
に
関

す
る
関
連
事
務
、
文
化
財
の
保
護
・

活
用
他
関
連
業
務

▼
選
考
方
法
　
書
類
選
考
及
び
面
接

▼
提
出
書
類

　
履
歴
書
（
発
掘
調
査
履
歴
を
含
む
）

▼
申
込
受
付
期
限
　
7
月
20
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
笛
吹
市
太
鼓
連
合
は
、
和
太
鼓
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
小
学
3
年
生
以
上
で
市
内
在

住
の
方

▼
日
時
　
7
月
19
日
（
火
）
・
26
日
（
火
）
、

8
月
2
日
（
火
）
・
9
日
（
火
）
�

　
計
4
回
　
午
後
8
時
〜
9
時
30
分

▼
場
所
　
御
坂
天
雷
太
鼓
道
場

　
（
甲
府
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
入
口
）

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
4
回
分
）

▼
服
装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・

上
ば
き
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
な
ど

▼
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
太
鼓
連
合

梶
原
　

☎
0
5
5
（
2
6
4
）
2
7
2
9

水
上
　

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
9
3
8

　
警
備
業
務
関
連
の
法
律
を
理
解
す
る

た
め
の
講
義
と
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上

の
高
齢
者

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登

録
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
　
8
月
30
日（
火
）〜
9
月
9
日（
金
）

の
間
の
土
、
日
、
月
、
を
除
く
8
日
間

▼
場
所
　
市
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
Y
L
O
会
館
）

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
8
月
19
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

・
（
社
）
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
8
3
8
3

・
（
社
）笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
3
9
）
8
3
0
0



　
韓
国
風
冷
麺
・
チ
ヂ
ミ
・
韓
国
風
焼

き
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時

　
7
月
24
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
　
調
理
実
習
室

▼
定
員
　
15
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
1
人
　
2
0
0
0
円

　
（
材
料
、
講
師
代
含
む
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
方
法

　
7
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
（
キ
ャ
ン
セ
ル
の
受
付
は
23

日
ま
で
）

　
ご
家
庭
で
処
分
で
き
ず
に
飾
っ
て
あ

る
、
ま
た
は
保
管
し
て
あ
る
「
造
花
」

を
使
っ
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
カ
バ

ー
に
リ
メ
イ
ク
し
て
再
利
用
し
ま
せ
ん

か
。
▼
日
時
　
7
月
24
日
（
日
）

　
午
後
2
時
か
ら

▼
場
所
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
　
創
作
活
動
室

▼
講
師
　
村
松
氏

▼
定
員
　
15
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費

　
2
0
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物

ご
自
宅
に
あ
る
造
花
（
8
〜
20
本
程

度
、
汚
れ
て
い
る
物
は
洗
っ
て
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）
・
ゴ
ミ
袋
・
作
品

持
ち
帰
り
用
袋
・
ニ
ッ
パ
ー
・
工
作

ハ
サ
ミ

※
ご
家
庭
の
造
花
を
持
参
の
上
、
参
加

し
て
頂
き
ま
す
が
、
希
望
に
よ
り
こ

ち
ら
で
も
1
セ
ッ
ト
3
8
0
0
円
で

ご
用
意
で
き
ま
す
。

※
造
花
以
外
の
持
参
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
�

▼
申
込
締
切

7
月
15
日
（
金
）（
キ
ャ
ン
セ
ル
の
受
付

も
15
日
ま
で
）

■
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

▼
日
時

　
9
月
1
日
（
木
）
・
2
日
（
金
）
計
２
日
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
12
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　
2
1
0
0
円

▼
受
付
期
間

　
7
月
1
日
（
金
）
〜
8
月
25
日
（
木
）

▼
日
時
　
9
月
5
日
（
月
）
、
6
日
（
火
）
、

8
日
（
木
）
、
9
日
（
金
）
、
12
日
（
月
）
、

13
日
（
火
）
計
６
日
間

　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　

　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
間

　
7
月
5
日
（
火
）
〜
8
月
29
日
（
月
）

▼
日
時

　
9
月
14
日
（
水
）
、
15
日
（
木
）
計
２
日
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

�
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
間

　
7
月
14
日
（
木
）
〜
9
月
7
日
（
水
）

▼
日
時
　
9
月
20
日
（
火
）
、
22
日
（
木
）
、

26
日
（
月
）
、
27
日
（
火
）
、
29
日
（
木
）
、

30
日
（
金
）
計
６
日
間

午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

�
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
間

　
7
月
20
日
（
水
）
〜
9
月
13
日
（
火
）

▼
場
所
　
と
も
に
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　　
「
妊
娠
で
増
え
た
体
重
・
体
脂
肪
を
減

ら
し
た
い
」
「
腰
痛
・
肩
こ
り
・
疲
労
を

解
消
し
た
い
」
と
い
う
方
、
育
児
や
家

事
で
疲
れ
た
心
と
体
を
体
操
で
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　
市
内
在
住
の
30
歳
以
上
〜
50
歳
未
満

の
女
性

▼
日
時

　
8
月
31
日
（
水
）
、
9
月
12
日
（
月
）
・

28
日
（
水
）
、
10
月
12
日
（
水
）
、
10
月

26
日
（
水
）

　
5
回
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　
半
田
美
恵
子
�
社
会
体
育
指
導
員
（
生

涯
学
習
課
）

▼
内
容

・
自
宅
で
で
き
る
骨
盤
底
筋
体
操
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
講
話

・
体
重
・
体
脂
肪
測
定

▼
定
員
　
20
名

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物

　
運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
（
お

茶
な
ど
）
、
バ
ス
タ
オ
ル

▼
申
込
方
法

　
7
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
、
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
後

日
詳
し
い
内
容
を
通
知
し
ま
す
。
（
定

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

※
会
場
内
で
未
就
学
児
の
託
児
が
あ
り

ま
す
。
（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
）

※
平
成
23
年
度
温
泉
活
用
健
康
づ
く
り

講
座
の
「
産
後
マ
マ
の
骨
盤
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
コ
ー
ス
」
と
の
重
複
受
講
は

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
講
座
に

つ
い
て
は
、
後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

材料（4人分）
ゆでそば�………�800ｇ
乾燥わかめ�……�4ｇ
卵�………………�2個
サラダ油�………�小さじ2
大葉�……………�4枚
きゅうり�………�1本

レタス�……………………�2枚
ハム�………………………�4枚
もやし�……………………�120ｇ
トマト�……………………�1個
めんつゆ�（３倍希釈）…�40ｍｌ
水�…………………………�40ｍｌ

つくり方
①めんつゆに水を加える。
②わかめは水で戻しておく。卵はときほぐし、薄焼き卵
を作り、せん切りにする。
　大葉・きゅうりはせん切りにする。レタス・ハムは細
切りにする。もやしはさっとゆで、冷ましておく。ト
マトは薄きりにする。
③ゆでそばを冷水で洗い、器に盛る。②を麺の上にのせ、
めんつゆをかける。

■問合せ先
　健康づくり課　健康企画担当　☎�055（261）1901

主食・副菜・主菜
サラダそば

副菜
揚げなす等

献立のヒント



※合計所得金額とは　収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります）
を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。
※保険料の年額に１０円未満の端数がある場合には、切り捨て処理を行います。

�　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
笛

吹
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
、
み
な
さ
ん
本
人

の
収
入
・
所
得
や
世
帯
の
住
民
税
課
税

状
況
な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
、
確
定
し
た
年
間
保
険
料
額

を
記
載
し
た
納
入
通
知
書
を
7
月
下
旬

に
送
付
の
予
定
で
す
。

生活保護を受給していますか

市民税が課税されていますか

同世帯のどなたかに市民税が課税されてい
ますか

老齢福祉年金を受給して
いますか

前年の「課税年金収入額＋
合計所得金額」は80万円以
下ですか

前年の「課税年金収入額
＋合計所得金額」は80万
円以下ですか

前年の合計所得金額は……
①�125万円未満
②�125万円以上200万円未満
③�200万円以上400万円未満
④�400万円以上

いいえはい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
① ② ③ ④

第８段階
96,220
円／年額

第１段階
27,490
円／年額

第２段階
27,490
円／年額

第３段階
41,240
円／年額

（特例）
第４段階
47,830
円／年額

第４段階
54,980
円／年額

第５段階
61,580
円／年額

第６段階
68,730
円／年額

第７段階
82,470
円／年額

平成23年度　基準額（月額）4,582円

基準額に掛ける

保険料率

保険料
段　階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

対象となる方の基準

生活保護の受給者、又は老齢福祉年金受給者で
世帯全員が市民税非課税の方

世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の
「課税年金収入額＋合計所得金額」が８０万円以下の方

世帯全員が市民税非課税で第２段階に該当しない方

特例
世帯のどなたかに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税で、本人の前年の「課税年金
収入額＋合計所得金額」が８０万円以下の方

世帯のどなたかに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税で、上記を除いた方

本人が市民税課税で
前年の合計所得が１２５万円未満の方

本人が市民税課税で
前年の合計所得が１２５万円以上２００万円未満の方

本人が市民税課税で
前年の合計所得が２００万円以上４００万円未満の方

月�額 年�額

0.50

0.50

0.75

0.87

1.00

1.12

1.25

1.50

2,291

2,291

3,437

3,986

4,582

5,132

5,728

6,873

27,490

27,490

41,240

47,830

54,980

61,580

68,730

82,470

第8段階
本人が市民税課税で
前年の合計所得が４００万円以上の方

1.75 8,019 96,220

【例】保険料段階が第７段階（年額
82,470円）で、４・６月に各10,000
円を特別徴収されていた場合（８月
を増額）

10月以降の１回あたりの金額が、
おおむね年額の６分の１になります。

４月

６月

８月

１０月

１２月

２月

年　額

10,000円

10,000円

※21,200円

13,870円

13,700円

13,700円

82,470円

▼
納
付
に
つ
い
て

　
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

を
納
め
始
め
る
の
は
、
65
歳
の
誕
生

日
の
前
日
が
あ
る
月
の
分
か
ら
で
す
。

　
介
護
保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金

の
種
類
・
受
給
額
に
よ
っ
て
法
律
で

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
納
め
方
を
個
人

で
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
特
別
徴
収

　
老
齢
（
退
職
）
年
金
・
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
を
、
年
額
18
万
円
以
上
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
年
度
途
中

で
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他
の
市
区

町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合
、
所
得
段

階
に
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
一

時
的
に
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

②
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
、

送
付
さ
れ
た
納
付
書
に
よ
り
金
融
機

関
等
で
個
別
に
納
付
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
（
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ

た
方
は
、
各
納
期
限
日
に
口
座
か
ら

の
振
替
と
な
り
ま
す
）

※
特
別
徴
収
の
方
は
、
正
式
な
年
間
保

険
料
額
が
確
定
す
る
ま
で
（
4
月
・

6
月
）
は
、
前
年
度
の
2
月
と
同
額
、

4
月
・
6
月
に
特
別
徴
収
が
開
始
さ

れ
た
方
は
特
別
徴
収
仮
徴
収
額
通
知

書
の
金
額
を
仮
に
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
前
年
の
所
得
が
確
定
し
、

正
式
な
年
間
保
険
料
額
を
算
定
し
た

後
に
は
、
8
月
の
特
別
徴
収
の
際
に
、

次
の
と
お
り
調
整
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
仮
に
徴
収
し
た
金
額
が
少
な
い
方

　
8
月
の
特
別
徴
収
額
を
増
額

○
仮
に
徴
収
し
た
金
額
が
多
い
方

　
8
月
の
特
別
徴
収
額
を
減
額

　
ま
た
、
こ
の
調
整
が
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
10
月
以
降
の
金
額
が
、
次
の

と
お
り
ほ
ぼ
均
等
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
介
護
保
険
課
　
介
護
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
3

　
健
康
で
生
き
が
い
や
役
割
が
あ
り
人

生
を
悔
い
な
く
過
ご
せ
る
高
齢
者
が
増

え
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
シ
ル
バ
ー
体
操

指
導
員
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ

ー
体
操
指
導
員
は
、
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
（
※
）
を
つ
く
り
、
自
分
自
身
の
健

康
づ
く
り
と
体
操
の
普
及
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
養
成
講
座
は
、

初
級
・
中
級
・
上
級
養
成
講
座
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
初
級
講
座
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。
初
級
講
座
は
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

を
中
心
と
し
た
教
室
で
す
。
仲
間
づ
く

り
も
で
き
る
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
楽

し
い
講
座
で
す
。
（
中
級
・
上
級
養
成
講

座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
級
・
中
級
養
成
講

座
修
了
者
が
受
講
で
き
ま
す
）

※
市
内
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

笛
吹
ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
・
笛
吹
ス

マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
・
笛
吹
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
・
笛
吹
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
・
笛

吹
わ
っ
は
っ
は
ク
ラ
ブ
・
笑
顔
と
ど

け
隊

▼
対
象

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
な
市
民

▼
日
時
　

9
月
9
日
（
金
）・
16
日
（
金
）・
30
日
（
金
）
、

10
月
7
日
（
金
）・
14
日
（
金
）・
21
日
（
金
）・

28
日
（
金
）
、
11
月
11
日
（
金
）・
18
日
（
金
）・

25
日
（
金
）
、
12
月
2
日
（
金
）・
9
日
（
金
）

（
全
12
回
）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所

　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
期
間

　
7
月
4
日
（
月
）
〜
8
月
15
日
（
月
）

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
い
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

平成23年度普通徴収��納期限

第１期 5月 2日（月）

第２期 6月30日（木）

第３期 8月31日（水）

第４期10月31日（月）

第５期12月26日（月）

第６期 2月29日（水）

随時期 4月 2日（月）



特別徴収の方の納入月

第1期� 4月

第2期� 6月

第3期� 8月

第4期� 10月

第5期� 12月

第6期� 2月

仮徴収

本徴収

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平
成
23
年

度
の
被
保
険
者
証
の
交
付
と
保
険
料
額

が
確
定
し
ま
す
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
つ

い
て
　
有
効
期
限
が
平
成
24
年
7
月
31
日

ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

は
7
月
下
旬
に
は
簡
易
書
留
で
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い
被
保
険
者

証
は
8
月
1
日
よ
り
お
使
い
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
負
担
割
合
の
変
更
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
ま
で

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納

さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

有
効
期
限
が
短
い
も
の
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
　
現
在
お
使
い
の
も
の
に
つ
き
ま
し

て
は
、
8
月
以
降
お
使
い
に
な
れ
ま

せ
ん
。
古
い
被
保
険
者
証
に
つ
き
ま

し
て
は
個
人
情
報
が
記
載
を
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
裁
断
す
る
な
ど
し
て

廃
棄
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
に
つ
い
て

　
現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効

期
限
は
、
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
8

月
1
日
以
降
も
引
き
続
き
対
象
と
な

る
方
（
今
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
）
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を

7
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、

古
い
認
定
証
は
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
規
に
交
付
を
希
望
す
る
方
（
適

用
要
件
に
該
当
）
は
、
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険

課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
お
願

し
ま
す
。

○
対
象
者

　
住
民
税
非
課
税
の
世
帯

○
申
請
時
の
持
ち
物

�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
と
印
鑑

○
申
請
場
所

�
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所

○
認
定
証
の
有
効
期
限

　
有
効
期
限
は
、
申
請
し
た
月
の
初

日
（
申
請
し
た
月
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
た
方
は
そ
の
日
）

か
ら
次
の
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
毎

年
8
月
1
日
が
認
定
証
の
年
度
更
新

日
で
す
。

▼
基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
に
つ
い
て

　
住
民
税
課
税
所
得
金
額
が
１
４
５

万
円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る
世
帯

に
つ
い
て
は
、
一
部
負
担
金
（
診
療

等
に
お
け
る
被
保
険
者
の
窓
口
負
担
）

の
負
担
割
合
が
3
割
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
1
割
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
被
保
険
者
の

方
へ
は
6
月
中
旬
に
勧
奨
通
知
を
送

付
し
ま
し
た
の
で
、
確
定
申
告
書
や

源
泉
徴
収
票
の
写
し
な
ど
所
得
状
況

の
わ
か
る
書
類
を
添
え
て
、
申
請
の

お
知
ら
せ
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期

限
ま
で
に
窓
口
ま
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
7
月
に
平
成
23
年
度
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
保
険
料
は
平
成
22
年
中

の
年
金
や
給
与
・
農
業
・
不
動
産
と

い
っ
た
収
入
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ

ま
す
。

▼
納
付
方
法
に
つ
い
て

○
特
別
徴
収
（
年
金
よ
り
直
接
天
引
き
）

の
方
　
7
月
中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書

及
び
納
入
通
知
書
が
送
付
さ
れ
、
10

月
以
降
（
12
月
、
翌
年
2
月
）
に
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
翌
年
度
4
月
以
降
の
仮
徴

収
額
は
、
2
月
時
の
特
別
徴
収
額
と

同
額
に
な
り
ま
す
。

　
既
に
仮
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
は
、

本
算
定
さ
れ
た
年
額
か
ら
4
・
6
・
8

月
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
金
額
を
控

除
し
た
差
額
が
10
・
12
・
翌
年
2
月
の

3
回
に
分
け
て
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
8
・
5
割
軽
減
や
所
得

割
1
／
2
軽
減
な
ど
に
該
当
、
あ
る

い
は
年
度
の
中
途
で
保
険
料
の
変
更

等
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
別
徴

収
か
ら
普
通
徴
収
に
納
付
方
法
が
変

更
と
な
っ
た
方
で
、
本
年
10
月
よ
り

再
度
特
別
徴
収
と
な
ら
れ
る
方
に
つ

い
て
は
、
7
・
8
・
9
月
を
普
通
徴
収
、

10
月
以
降
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
る

年
6
回
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第1期� 8月 1日（月）

第2期� 8月31日（水）

第3期� 9月30日（金）

第4期�10月31日（月）

第5期�11月30日（水）

第6期 1月 4日（水）

第7期� 1月31日（火）

第8期� 2月29日（水）

普通徴収　納付期限
（納付は納付書で確認を）

（口座振替日12月26日）

30,960円

世帯の総所得金額等
（世帯主と被保険者によ
り判定）

「基礎控除額(33万円)」を
超えない世帯

「基礎控除額(33万円)＋
35万円×世帯の被保険者
数」を超えない世帯

「基礎控除額(33万円)を
超えない世帯で、被保険
者全員が年金収入80万円
以下(その他各種所得が
ない)」世帯

「基礎控除額(33万円)＋
24.5万円×世帯の被保険
者数(被保険者である世
帯主を除く)」を超えない
世帯

軽減割額

9割軽減

8.5割軽減

5割軽減

2割軽減

軽減後
均等割額

3,870円

5,500円

19,350円

○
普
通
徴
収
の
方
（
納
入
書
等
に
よ
り

直
接
金
融
機
関
等
で
納
め
る
方
あ
る

い
は
口
座
振
替
を
申
請
さ
れ
た
方
）

　
7
月
中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書

及
び
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納

期
は
年
8
回
（
7
月
か
ら
翌
年
2
月

ま
で
毎
月
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
期
日
を
ご
確
認
の
う
え
納
め
忘
れ

あ
る
い
は
残
高
不
足
の
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
場
合
に
は
、
翌
月
20
日
頃
に
督

促
状
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
国

民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
「
口
座
振

替
依
頼
書
」
の
届
出
先
は
、
金
融
機

関
の
窓
口
に
な
り
ま
す
）
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
に
よ
り
口
座

振
替
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
国
民
健
康
保

険
税
を
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
も
、

改
め
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
口

座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
持
ち
物

①
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証

▼
保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
度
の
保
険
料
の
軽
減
に

つ
い
て
は
前
年
と
同
様
に
な
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
本
人
と
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
を
合
計
し
た
額
が
、
次
の
表

に
示
す
基
準
以
下
の
方
に
対
し
て
、

均
等
割
額
（
3
万
8
7
1
0
円
）
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
の
算
定
で
収
入
が
公

的
年
金
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
年
金

収
入
か
ら
公
的
年
金
控
除
と
高
齢
者

特
別
控
除
額
（
15
万
円
）
を
控
除
し

た
額
が
軽
減
判
定
用
所
得
と
な
り
ま

す
。
　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
す
る
直
前
に
、
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
保
険

料
の
均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。
（
所
得
割
額
は
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
所
得
割
額
に
つ
い
て
も
、
基
礎
控

除
後
の
総
所
得
金
額
等
が
58
万
円
以

下
の
方
は
、
所
得
割
額
を
一
律
5
割

軽
減
し
ま
す
。

▼
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
の

特
別
徴
収
を
4
月
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
が
、
保
険
料
は
基
本
的
に
年
金
か

ら
特
別
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
受
給
額
が
年

間
18
万
円
未
満
の
方
や
介
護
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
算

額
が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を
超

え
る
方
お
よ
び
口
座
振
替
を
希
望
す

る
方
な
ど
は
、
普
通
徴
収
に
な
り
ま

す
。
　
保
険
料
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
支
え
る
大
き
な
財
源
に
な
っ
て
い

ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
ど
う
か
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
状
況
が
不
明
な
場
合
や
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
課
　
高
齢
者
医
療
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



任�意

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・追加（ジフ
テリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�1期

二種混合　2期
（ジフテリア・破傷風）

日本脳炎1期　

日本脳炎2期

ヒブ

小児用肺炎球菌

通知発送対象児

平成23年4月生まれ

平成22年7月生まれ

平成12年7月生まれ

平成20年7月生まれ

現在接種のおすすめを控
えています

平成23年5月生まれ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
介
護
・
医
療
・

福
祉
・
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
な
ど
の

相
談
窓
口
で
す
。

例
え
ば
…

○
健
康
を
維
持
し
た
い
の
で
、
何
か
い

い
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
い
。

○
最
近
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た

の
で
、
今
後
の
生
活
が
心
配
で
す
。

○
介
護
保
険
を
利
用
す
る
に
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
で
す
か
。

○
近
所
の
家
か
ら
、
高
齢
者
を
怒
鳴
る

声
や
大
き
な
音
が
す
る
の
で
気
に
な

り
ま
す
。

○
頼
ん
で
も
い
な
い
健
康
食
品
が
届
い

た
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か

ら
な
い
等
。

　
ど
ん
な
相
談
で
も
結
構
で
す
。
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
必
要
な
情
報
及
び
関
係
機
関

の
紹
介
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
見
守

り
事
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
支

援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
や
近
隣
に
住
む
方
か
ら
の
相

談
も
受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
窓
口
は
、
笛
吹
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
お
近
く
の
社
会

福
祉
協
議
会
の
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
御
坂
地
域
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
0
8
4
8

○
一
宮
地
域
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
2
8
8

○
八
代
地
域
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
2
2
4
0

○
境
川
地
域
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
6
）
5
9
1
1

○
春
日
居
地
域
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
6
6
7

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

高
齢
福

祉
課
内
）

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
7
（
直
通
）

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

（
高
齢
福
祉
課
）

　
歩
行
を
助
け
る
道
具
を
「
歩
行
補
助

具
」
と
い
い
ま
す
。
ま
ず
思
い
つ
く
も

の
は
杖
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
本
の
も

の
、
折
り
た
た
め
る
も
の
、
先
が
4
点

に
な
っ
て
い
る
も
の
（
4
点
杖
）
な
ど

多
く
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　
一
本
の
も
の
は
、
軽
く
コ
ン
パ
ク
ト

で
す
が
、
比
較
的
歩
行
が
安
定
し
て
い

る
方
が
使
用
し
ま
す
。
4
点
杖
は
、
杖

を
つ
く
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
が
、
安

定
感
が
あ
り
一
本
杖
よ
り
体
重
を
か
け

て
寄
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
杖
の
高
さ
は
、
一
歩
足
を
出
し
た
と

き
の
手
の
平
の
高
さ
が
目
安
に
な
り
ま
す
。

　
杖
以
外
に
も
、
押
し
車
や
歩
行
器
な

ど
様
々
な
道
具
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
適
切
に
選
択
し
、
正
し
い
方
法
で
使

わ
な
け
れ
ば
、
転
倒
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ず
、
と
き
に
は
転
倒
の
危
険
を
増
し

か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
の
歩
行
補
助
具
（
押
し
車
、

歩
行
器
な
ど
）
の
選
び
方
な
ど
は
、
高

齢
福
祉
課
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

ま
た
は
、
各
支
所
に
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
7

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
予
診
票
・
契
約

医
療
機
関
等
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。
接
種
時
期
等
の
内
容
を
よ

く
確
認
し
契
約
医
療
機
関
に
て
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

�
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

一
歩
、
足
を
出
し
た
と
き
の
手
の
平
の
高
さ

　
お
子
様
の
目
の
こ
と
に
つ
い
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら

目
に
障
が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、

視
覚
に
課
題
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
指
導

さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
7
月
9
日
（
土
）
・
10
日
（
日
）
、

8
月
27
日
（
土
）
・
28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
山
梨
県
立
盲
学
校

（
甲
府
市
下
飯
田
2
―
10
―
2
）

※
こ
れ
は
本
校
へ
の
入
学
相
談
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
相
談
費
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
。

■
問
合
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
　
E
y
e
愛
ひ
と

み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
吉
田
　

☎
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
1

℻
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
2

E
メ
ー
ル

e
y
e
e
y
e
@
y
s
v
i.k
a
i.e
d
.jp

　
県
立
盲
学
校
は
、
視
覚
障
が
い
の
あ

る
方
の
職
業
自
立
を
目
指
し
た
職
業
学

科
を
高
等
部
に
備
え
て
い
て
、
学
校
見

学
や
入
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
入
学
条
件
及
び
取
得
で
き
る
受
験
資

格
○
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科

・
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
）
ま

た
は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
の
方

・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
国
家
試

験
受
験
資
格

○
高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科
及
び
高

等
部
専
攻
科
理
療
科

・
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
）

ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
の
方

・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
国
家
試
験
受
験
資
格

▼
日
程
等

○
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談

　
年
間
通
し
て
電
話
、
ま
た
は
E
メ

ー
ル
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

・
毎
週
水
曜
日
　
午
前
9
時
〜
正
午

・
毎
週
金
曜
日

�
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

○
授
業
見
学
週
間

・
7
月
11
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

▼
場
所

�
山
梨
県
立
盲
学
校

�
（
甲
府
市
下
飯
田
2
―
10
―
2
）

▼
申
込
方
法

　
い
ず
れ
の
見
学
も
事
前
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
受
付
時
間

平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

�
山
梨
県
立
盲
学
校
　
教
務
係

　
担
当
　
白
倉
、
保
坂

☎
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
1

℻
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
2

E
メ
ー
ル

y
s
v
i@
k
a
i.e
d
.jp

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の

機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
来
校
さ
れ
る
の
が
難
し
い
方
は
、
電

話
や
E
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
て
い

ま
す
。

▼
対
象
　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

▼
日
時
7
月
13
日
（
水
）
〜
16
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
県
立
ろ
う
学
校

�
（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

▼
相
談
内
容

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

悩
み
の
相
談

○
育
児
相
談
・
教
育
相
談

○
聴
力
測
定

○
補
聴
器
相
談

▼
申
込
方
法

　
　
7
月
8
日
（
金
）
午
後
5
時
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
日
時
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

※
電
話
や
E
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
相

談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
3
7
8

℻
0
5
5
3
（
2
2
）
6
4
1
9

E
メ
ー
ル

　s
o
d
a
n
@
r
o
g
a
k
o
.k
a
i.e
d
.jp



わかば保育園に設置された支援センター

　
戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
に
対
す

る
特
別
給
付
金
、
戦
没
者
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
等
の
国
庫
債
券
の
買

上
償
還
（
※
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
買
上
請
求
が
で
き
る
国
債
の
種

類
や
対
象
者
と
な
る
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
政
府
関
係
機
関
の
資
金
に
よ
り
、
時

価
で
国
債
な
ど
を
買
い
戻
す
こ
と

▼
対
象
国
債

第
22
回
・
第
23
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券
、
第
8
回
・
第
9
回
特
別
弔
慰
金

▼
対
象
者

①
生
活
援
護
法
に
規
定
す
る
保
護
を
受

け
て
い
る
方

②
保
護
は
受
け
て
い
な
い
が
現
に
著
し

く
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
で
、
福

祉
事
務
所
長
が
保
護
を
要
す
る
状
態

に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
方

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
市
で
は
、
母
子
家
庭
の
福
祉
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
25
名
の
笛
吹
市
母
子
相

談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
母
子
相
談
員
と
は
、
母
子
家
庭
・
寡

婦
・
父
子
家
庭
を
対
象
に
身
上
相
談
に

応
じ
、
自
立
に
必
要
な
支
援
と
指
導
を

す
る
方
々
で
す
。
悩
ん
で
い
る
事
、
困

っ
て
い
る
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
お
住

ま
い
の
地
区
担
当
相
談
員
の
連
絡
先
等

を
知
り
た
い
方
は
、
児
童
課
児
童
家
庭

担
当
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
石
和
町
小
石
和
に
移
転
新
築
し
た
わ

か
ば
保
育
園
内
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
が
、
こ
の
4
月
か
ら
開
園
し
て
い
ま
す
。

笛
吹
市
で
は
初
め
て
の
保
育
園
に
併
設

す
る
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
保
育
園
の
施
設
も
使
い
な
が
ら
、
園

児
と
も
交
流
の
機
会
を
つ
く
り
、
保
育

園
な
ら
で
は
の
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

未
就
学
の
お
子
さ
ん
や
保
護
者
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
専
門
の
保
育
士
2
名
、
看
護
師
や
栄

養
士
も
い
ま
す
の
で
、
幅
広
い
子
育
て

相
談
に
も
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

わ
か
ば
保
育
園
内
（
笛
吹
市
石
和
町

小
石
和
6
0
1
・
清
流
公
園
西
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
8
0

　
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー
を
と
お
し
て
、

親
子
で
体
を
動
か
し
ま
す
。

▼
対
象

　
市
内
の
未
就
園
児
の
親
子
　
20
組

▼
日
時
　
7
月
12
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
11
時

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
わ
か
ば
保
育
園
（
遊
戯
室
）

▼
講
師
　
渡
辺
光
美
氏

▼
参
加
費
　
無
料

▼
主
催

　
社
会
福
祉
法
人
　
わ
か
ば
福
祉
会

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
お
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
わ
か
ば
保
育
園

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
8
0

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時
　
7
月
7
日
（
木
）・
14
日
（
木
）・

21
日
（
木
）
　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
　
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円

　
（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽

C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
N
P
O
法
人�
�H

a
p
p
y�

�S
p
a
c
e

　
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
4
月
1
日
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の
助

成
対
象
年
齢
が
小
学
校
6
年
生
（
12
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日
）

ま
で
に
拡
大
し
、
名
称
も
「
子
ど
も
す

こ
や
か
医
療
費
助
成
制
度
」
に
か
わ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
分
（
保

険
外
診
療
を
除
く
）
の
全
額
が
助
成
さ

れ
る
制
度
で
す
。

　
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
に
は
受
給

者
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対
象
年
齢

の
拡
大
に
伴
い
新
た
に
対
象
と
な
っ
た

方
で
『
子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成

金
受
給
者
証
』
の
交
付
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
、
ま
た
、
『
乳
幼
児
医
療

費
助
成
金
受
給
者
証
』
を
お
持
ち
の
方

で
受
給
者
証
の
交
換
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
方
は
お
早
目
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
出
張
開
設

し
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
お
も
ち
ゃ
な

ど
を
持
っ
て
来
て
、
会
場
は
「
ミ
ニ
き

っ
ず
や
つ
し
ろ
」
に
な
り
ま
す
。
手
遊
び
・

工
作
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
・
場
所

○
7
月
9
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

○
7
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

境
川
Y
L
O
会
館

■
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
て
身
体
に
優

し
い
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

15
組
（
託
児
あ
り
）

▼
日
時
　
7
月
8
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
2
階
　
和
室

▼
講
師
　
秋
山
　
緑
氏
（
H
・
I
・
B
・

M
認
定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

※
7
月
1
日
（
金
）
よ
り
電
話
に
て
受
け

付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
最
近
鳥
の
ヒ
ナ
を
保
護
し
た
と
い
う

連
絡
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
、
ま
だ
飛
ぶ
力
が
つ
い

て
い
な
い
巣
立
ち
直
後
の
ヒ
ナ
が
地
面

に
お
り
て
い
る
だ
け
で
、
保
護
し
な
く

て
も
よ
い
ケ
ー
ス
で
す
。

　
鳥
の
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
次
の

Q
＆
A
を
参
考
に
し
て
、
保
護
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
自
然
界
で
の
命
の
原
則
は
、
他
の
生

物
の
食
物
に
な
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

人
為
的
に
怪
我
を
し
た
野
鳥
や
ケ
ガ
も

無
く
死
ん
で
い
る
鳥
に
つ
い
て
は
保
護
・

回
収
等
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
野
鳥
は
許
可
無
く
捕
獲
や
飼

育
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Q
ど
う
し
て
ヒ
ナ
が
地
面
に
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
す
か
。

A
野
鳥
の
ヒ
ナ
の
多
く
は
卵
か
ら
か
え

っ
て
羽
が
生
え
そ
ろ
う
と
す
ぐ
に
巣

立
つ
の
で
、
巣
か
ら
飛
び
出
す
段
階

で
は
う
ま
く
飛
べ
ず
に
落
ち
る
も
の

も
い
ま
す
。
し
か
し
、
ケ
ガ
を
し
て

い
な
け
れ
ば
、
親
鳥
が
え
さ
や
り
や

誘
導
を
す
る
う
ち
に
、
少
し
づ
つ
飛

べ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
巣
立
ち
直
後
の
ヒ
ナ
は
あ
ま
り
動
き

ま
せ
ん
。
親
鳥
は
人
が
ヒ
ナ
の
近
く

に
い
る
と
警
戒
し
て
近
づ
け
な
い
の

で
、
そ
の
場
を
去
る
方
が
よ
い
で
し

ょ
う
。

Q
ネ
コ
や
カ
ラ
ス
に
食
べ
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

A
心
配
で
し
た
ら
、
ヒ
ナ
を
近
く
の
茂

み
の
中
に
移
し
ま
し
ょ
う
。
親
鳥
は

姿
が
見
え
な
く
て
も
、
ヒ
ナ
の
声
で

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

Q
人
が
ヒ
ナ
を
育
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
す
か
。

A
た
く
さ
ん
の
虫
を
与
え
続
け
る
な
ど

す
れ
ば
、
育
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
自
然
界
で
は
巣
立
ち

後
に
親
鳥
と
過
ご
す
わ
ず
か
な
期
間

（
1
週
間
か
ら
1
カ
月
）
に
「
何
が

食
べ
物
で
、
何
が
危
険
か
」
な
ど
を

学
習
し
て
ひ
と
り
立
ち
す
る
の
で
、

人
に
育
て
ら
れ
た
ヒ
ナ
が
自
然
の
中

で
生
き
て
い
け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　
農
繁
期
に
な
り
、
市
に
農
作
業
等
の

苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
薬
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
、
農
薬
は

正
し
く
使
用
し
、
ま
た
安
全
に
取
り
扱
い
、

農
薬
が
周
辺
の
住
宅
や
他
の
農
作
物
に

飛
散
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
地
周
辺
に
お
い
て
農
薬
を
散
布

す
る
と
き
は
、
事
前
に
周
辺
住
民
に
連

絡
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
に
隣
接
し
て

い
る
所
は
手
散
布
に
す
る
な
ど
散
布
方

法
や
早
朝
は
避
け
る
な
ど
、
時
間
帯
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
沿

い
で
車
や
歩
行
者
が
い
る
場
合
は
、
散

布
を
一
時
中
止
す
る
な
ど
の
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
大
き
な
音
が
出

る
農
作
業
も
時
間
帯
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
農
薬
の
残
液
を
河
川
等
に
流
す
と
、

環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

農
薬
調
整
時
に
は
一
度
の
散
布
で
使

い
き
れ
る
量
を
調
整
し
残
液
は
散
布

む
ら
の
調
整
に
利
用
す
る
。
ま
た
、

散
布
に
使
用
し
た
器
具
及
び
容
器
を

洗
浄
し
た
水
は
、
排
水
路
や
河
川
等

に
直
接
排
水
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
農
薬
の

ラ
ベ
ル
に
書
か
れ
て
い
る
適
用
作
物
、

使
用
濃
度
、
使
用
時
期
及
び
使
用
回

数
な
ど
の
安
全
使
用
基
準
や
注
意
事

項
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
や
ご
家
庭
に
お
い
て
、
樹
木

や
花
壇
な
ど
の
病
害
虫
防
除
や
、
駐

車
場
な
ど
の
農
地
以
外
の
場
所
で
除

草
剤
を
散
布
す
る
よ
う
な
場
合
に
も
、

周
辺
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
作
物
に

農
薬
が
飛
散
す
る
と
、
そ
の
農
作
物

が
出
荷
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
の
飛
散
な
ど
農
作
業
に
係
る
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
農
家
、
非
農
家

を
問
わ
ず
、
地
域
に
お
い
て
日
頃
か
ら

話
し
合
い
を
行
い
、
連
絡
を
取
り
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
す
べ
て
の
住

宅
に
設
置
が
必
要
で
す
】

　
火
災
は
、
私
た
ち
の
慣
れ
と
油
断
に

つ
け
こ
み
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
怖

い
も
の
は
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

防
ぐ
た
め
の
気
持
ち
が
い
つ
の
間
に
か

緩
み
が
ち
に
な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。

▼
『
つ
い
う
っ
か
り
』
は
、
あ
な
た
の
身
の

周
り
に
も
起
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

・
て
ん
ぷ
ら
の
鍋
を
火
に
か
け
た
ま
ま
、

つ
い
つ
い
テ
レ
ビ
に
夢
中
に
…
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
グ
リ
ル
で
魚
を
焼
い

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
、
買
い
物
へ
…
。

・
台
所
で
煮
物
の
鍋
を
火
に
か
け
た
ま
ま
、

庭
で
用
事
を
し
て
い
た
ら
煙
が
…
。

・
寝
タ
バ
コ
し
て
寝
入
っ
て
し
ま
い
、

布
団
か
ら
煙
が
…
等
。

※
こ
れ
ら
は
、
作
動
し
た
火
災
警
報
器

に
よ
り
早
期
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

た
火
災
事
例
で
す
。

　
平
成
22
年
（
1
月
〜
12
月
）
の
全
国

で
の
総
出
火
件
数
は
、
4
万
6
5
7
4

件
で
す
。
こ
れ
は
、
お
お
よ
そ
1
日
あ

た
り
1
2
8
件
、
11
分
ご
と
に
1
件
の

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
住
宅
火
災
に
よ
っ
て
、
１
０

２
１
人
の
方
が
尊
い
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

（
総
務
省
消
防
庁
の
調
べ
）

　
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

は
、
毎
日
の
心
が
け
を
継
続
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
「
住
宅

防
火
」
を
合
い
言
葉
に
、
ど
う
や
っ
て

火
災
を
な
く
し
て
い
く
か
、
家
族
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
ま
ず
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
取
り
付
け
て
、
火
災
を
早
期
に
発

見
し
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も

う
一
度
」
（
平
成
23
年
度
防
火
標
語
）

■
問
合
せ
先

　
市
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9
　

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
で
、

確
認
の
仕
方
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談

も
引
き
続
き
受
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
程
・
場
所

○
7
月
20
日
（
水
）

�
市
役
所
本
庁
3
階
　
会
議
室

○
8
月
17
日
（
水
）
�
境
川
支
所

▼
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

�
�
�
�
午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物

�
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

�
☎
2
5
5
（
2
5
2
）
1
4
3
1

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
方
に
は
保
険
料
の
納
付
を
免
除

ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
制
度
内
容
を
確
認
し
て
、
平
成

23
年
7
月
分
か
ら
平
成
24
年
6
月
分
ま

で
の
間
の
保
険
料
免
除
及
び
納
付
猶
予

を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
22
年
度
（
平
成
22
年
7

月
分
か
ら
23
年
6
月
分
）
の
申
請
も
平

成
23
年
7
月
31
日
ま
で
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
早
急
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

①
免
除
制
度

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
方
は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た

は
各
支
所
へ
申
請
手
続
き
を
行
い
年
金

事
務
所
で
前
年
所
得
等
を
審
査
後
、
承

認
さ
れ
る
と
そ
の
期
間
の
保
険
料
が
全

額
ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
が
で
き
る
方

○
申
請
者
本
人
と
そ
の
配
偶
者
、
世
帯

主
の
い
ず
れ
も
が
前
年
の
所
得
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す
る

方
○
失
業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止
、
天
災

な
ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

方
○
障
が
い
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
1
2
5
万
円
以
下
の
方

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外

の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

○
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給

付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る

特
別
障
害
給
付
金
を
支
給
さ
れ
て
い

る
方

※
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
の
申
請
を

受
け
た
場
合
は
、
新
た
に
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
、
一
部
納
付
の
保
険
料

を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方
で
本
人
と

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
、
定
め
ら
れ

た
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
を
後
払
い
に
で
き

ま
す
。

①
・
②
共
通
事
項

▼
免
除
（
全
額
・
一
部
納
付
）
・
若
年
者

納
付
猶
予
の
承
認
期
間

　
平
成
23
年
7
月
〜
平
成
24
年
6
月

※
原
則
と
し
て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

全
額
免
除
と
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

に
つ
い
て
は
、
「
継
続
申
請
」
を
希
望

す
る
と
翌
年
か
ら
は
本
人
の
申
請
手

続
き
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

○
印
鑑

　
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

○
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、

次
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書
等

　
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）

▼
免
除
・
猶
予
は
未
納
よ
り
有
利
で
す

○
老
後
の
年
金
に
反
映

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の

資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

○
老
後
の
年
金
に
一
部
算
入

老
齢
基
礎
年
金
額
を
算
出
す
る
際
に

免
除
期
間
は
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
計

算
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
期

間
は
入
り
ま
せ
ん
）

○
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
も
保
障

免
除
・
猶
予
の
期
間
は
受
給
す
る
た

め
の
資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
を
承
認
さ

れ
て
も
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未

納
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
4
1

　
（
国
民
年
金
）

335万円

247万円

189万円

一部納付（一部免除）の世帯構成別の所得基準の目安

世帯構成

4人世帯
(夫婦・子2人)

2人世帯
(夫婦のみ)

単身世帯

全額免除
納付猶予

162万円

92万円

57万円

一　部　納　付

1／4納付 1／2納付 3／4納付

230万円

142万円

93万円

282万円

195万円

141万円



　市では、快適な生活を支援するため、「下水道加入促進
キャンペーン」を実施しています。

新規の接続に対して、下水道使用料を1年間免除

　次のいずれにも該当する方が対象です。

▼対象
○平成24年３月31日までの期間で、60歳以上の方がいる世帯
○期間内で、新たに下水道に接続申請する方
○専用住宅、店舗併用住宅、または事務所併用住宅で下水道に接
続する工事を行う場合
※新築は対象外です。

融資あっせん制度を拡充

　これまでは、供用開始から3年以内のものに限られていた同制度
を以下のとおり拡充しています。

▼内容
○供用開始後３年を過ぎた世帯にも、融資あっせん制度が適用になります。
○上限額は50万円です。

　キャンペーンの詳しい内容につきましては、市の指定工事店、または下記担当までお問い合わせく
ださい。

■問合せ先　下水道課　管理担当　☎�055（261）3347

下水道マスコットキャラクター
スイスイ

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
7
月
20
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
�
2
階
�
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　

　
網
倉
　
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
わ
か

る
資
料

※
予
約
不
要
、

秘
密
は
守
り

ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
デ
ジ
サ
ポ
山
梨
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放

送
完
全
停
波
（
7
月
24
日
）
の
前
後
1

カ
月
の
期
間
、
県
内
に
臨
時
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、
地
デ
ジ
に
関
す
る
各

種
相
談
等
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
地
デ
ジ

化
を
直
接
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
近
隣
の
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置
場

所
（
施
設
）
と
開
催
日
時
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
相
談
は
無
料
で
す
）

地
デ
ジ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
対
応

▼
日
時
　
7
月
5
日
（
火
）
〜
10
日
（
日
）

※
7
月
7
日
（
木
）
を
除
く

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

※
市
役
所
1
階
に
地
デ
ジ
関
連
の
各
種

チ
ラ
シ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

デ
ジ
サ
ポ
山
梨
相
談
会
グ
ル
ー
プ

☎
0
5
5
（
2
5
5
）
6
0
3
8

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
現
在
、
甲
府
市
・
笛
吹
市
・
山
梨
市
・

甲
州
市
の
4
市
お
い
て
、
新
た
な
「
ご

み
処
理
施
設
（
ご
み
焼
却
施
設
・
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
）
」
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
都
市
計
画
決
定
に
関
す

る
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
日

程
で
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
ま
た
、

縦
覧
期
間
内
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

　
7
月
14
日
（
木
）
〜
28
日
（
木
）

�
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

▼
縦
覧
場
所

○
笛
吹
市
役
所
　
建
設
部
　
ま
ち
づ
く

り
整
備
課

　
（
〒
4
0
0
―
0
0
3
1

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
番
地
1
）

○
笛
吹
市
役
所
　
境
川
支
所

（
〒
4
0
0
―
0
8
5
3

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
2
6
0
0
番
地
）

▼
案
件

「
笛
吹
川
都
市
計
画
　
甲
府
・
峡
東

地
域
ご
み
処
理
施
設
」
の
都
市
計
画

決
定
に
つ
い
て

▼
意
見
書
の
提
出

　
縦
覧
期
間
内
に
、
意
見
の
要
旨
及

び
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載

し
た
書
面
を
、
前
述
の
縦
覧
場
所
へ

持
参
、
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
7
月
28

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
7
月
28
日
（
木
）
午

後
5
時
15
分
ま
で
に
必
着

■
問
合
せ
先

・
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

・
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事

務
組
合
　
建
設
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
6
）
7
7
4
4

▼相談内容・相談対応者
○専門家への相談�……………………�弁護士・司法書士
○相談員への相談
　心配ごと（福祉関係）相談�………�民生委員・児童委員
　人権相談�……………………………�人権擁護委員
　行政相談（行政機関について）�…�行政相談委員
　消費生活相談�………………………�消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
予約は、次の社会福祉協議会本所・各地域
事務所どちらでも結構です。

毎日の暮らしの中での問題についてご相談ください。
相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

▼開設日程

開設場所 日　　時 時　　間 相　談　員

7月27日（水）

8月24日（水）

9月28日（水）

8月18日（木）

7月20日（水）

9月21日（水）

8月10日（水）

7月14日（木）

9月8日（木）

8月2日（火）

9月1日（木）

スコレーパリオ

��

��御坂福祉センター

��
一宮福祉センター

��八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

��春日居福祉会館

芦川ふれあいプラザ

午後1時30分
～3時30分

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・人権擁護委員・行政相談委員

■問合せ先　　笛吹市社会福祉協議会　　　同　石和地域事務所　　　同　御坂地域事務所　　　同　一宮地域事務所
☎055（265）5182　　　　　�☎055（262）1267　　　　�☎055（263）0848　　　　�☎0553（47）2288

同　八代地域事務所　　　　同　境川地域事務所　　　同　春日居地域事務所　　同　芦川地域事務所
☎055（265）2240　　　　　�☎055（266）5911　　　　�☎0553（26）3667　　　　�☎055（298）2170



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　5月21日に今年度の市民講座及びスコレー大学の開学式と開学記念公演がスコレーセンター
で開催されました。
　今回は、「平和と命を考える」をコンセプトに、NPO法人みのぶジュニアコーラス主宰�山本
晴美さんに新作の歌語り「万歳峠」を披露していただきました。「万歳峠」は山梨県北杜市に実
在し、戦地に赴く人々を万歳で見送った場所の通称で、ここから出征した若者の多くは特攻兵
となったそうです。
　あわせて、山本さんの歌語りの写真と映像を手がけている自然写真家�松村誠さんとの「いの
ち」をテーマとしたトークライブを行いました。二人が語る「いのち」は、身近で、優しく、
切なく、私たちの心に染み渡りました。
　ホワイエ（入り口付近のロビー）では、松村さんの「慈しみ」と「希望」にあふれた写真展
も同時開催され、来場者の皆さんから感動したとのお声をいただくことができました。
　このような取り組みをすることで、笛吹市
が人を思いやれる、人の立場になって考えら
れる心優しき人たちの希望あふれるところに
なって行ければと考えています。
　私たち生涯学習コーディネーターは、今後
も市民の皆さんに「平和」・「いのち」を考え
る場を提供し続けて行きたいと思っています。

おもむ

　
縄
文
時
代
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り

解
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
の
自

由
研
究
に
も
お
す
す
め
で
す
。

▼
期
間

　
7
月
20
日
（
水
）
〜
8
月
28
日
（
日
）

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
の

提
示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入

館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂

ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０

０
０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し

て
楽
し
く
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　
土
偶
は
幸
せ
の
女
神
。
粘
土
で
か

わ
い
い
土
偶
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

①
成
形
　
7
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）・

8
月
1
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か

②
野
焼
き
　
8
月
7
日
（
日
）

※
①
と
②
の
両
方
に
参
加
で
き
る
方

に
限
り
ま
す
。

○
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

▼
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

�
自
分
だ
け
の
う
ち
わ
を
作
り
ま
せ

ん
か
。
す
て
き
な

う
ち
わ
で
暑
い
夏

を
の
り
切
り
ま
し

ょ
う
。

▼
日
時
7
月
23
日
（
土
）
・
24
日
（
日
）
・

8
月
4
日
（
木
）
・
5
日
（
金
）

○
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

▼
参
加
費
�
2
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
定
員
�
各
20
名

※
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

平成23年5月17日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年5月17日※

平成23年5月17日　

〃

（金額は税抜き価格です）

※…総合評価落札方式

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

市内（5校）

石和町四日市場

石和町小石和

御坂町金川原

御坂町夏目原

一宮町国分

御坂町

御坂町上黒駒

八代町南

境川町寺尾

石和町松本

¥48,000,000

¥1,700,000

¥1,700,000

¥2,400,000

¥2,550,000

¥1,400,000

¥3,660,000

¥5,800,000

¥11,000,000

¥2,200,000

¥16,000,000

（株）甲府情報システム

タナカ設備

タナカ設備

タナカ設備

タナカ設備

昭和測量（株）

（株）東洋コンサルタント山梨営業所

（有）石倉興業

（有）椚設備

（株）MUKAI

（株）日工建設

中学校教育用パソコン等備品購入

石和第二保育所未満児プール設置工事

石和第四保育所未満児プール設置工事

御坂北保育所プール設置工事

御坂西保育所プール設置工事

建物調査業務委託

下水道関連配水管布設替工事実施設計業務委託

上黒駒地内配水管布設工事（1工区）

配水管布設替工事（八代1工区）

市道5217号線舗装工事

松本地内水路改修工事

¥35,450,000

¥1,265,000

¥1,265,000

¥1,740,000

¥1,900,000

¥1,300,000

¥1,780,000

¥5,400,000

¥10,200,000

¥2,090,000

¥11,000,000

前回行なわれた駅前での啓発運動

　
学
校
が
夏
休
み
に
入
る
7
月
は
、
青

少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
強
調
月
間
と

し
て
、
全
国
で
総
合
的
な
非
行
・
被
害

防
止
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
も
、
強
調
月
間
に
あ
わ

せ
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
青
少
年

の
非
行
防
止
と
保
護
の
徹
底
を
図
り
「
地

域
の
子
ど
も
は
、
地
域
が
育
て
る
」
「
で

き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
!
ま
ず
は

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
か
ら
」
を
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
に
は
、
石
和
温
泉
駅
に
「
白

ポ
ス
ト
」
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
青
少
年
に
有
害
な
図
書
や
ビ
デ

オ
等
を
入
れ
る
も
の
で
す
。
笛
吹
市
青

少
年
育
成
推
進
協
議
会
で
は
、
各
地
区

の
協
議
会
と
協
力
し
て
、
回
収
し
て
い

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
笛
吹
市

推
進
委
員
会
」
と
笛
吹
保
護
区
保
護
司

会
で
は
、
犯
罪
や
非
行
、
い
じ
め
、
虐

待
（
ぎ
ゃ
く
た
い
）
の
な
い
地
域
づ
く

り
や
健
全
な
青
少
年
の
育
成
に
努
め
、

誰
も
が
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
の
中

で
生
活
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
な

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

お
詫
び
と
訂
正

　
6
月
号
13
ペ
ー
ジ
N
H
K
学
園
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
笛
吹
市
短

歌
・
俳
句
大
会
に
掲
載
し
た
講
師
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
「
小
泉
ゆ

か
り
氏
」
は
正
し
く
は
「
小
島
ゆ
か

り
氏
」
で
す
。

　
ま
た
、
19
ペ
ー
ジ
歯
周
疾
患
検
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
に
掲
載
し
た
対

象
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
「
平
成

23
年
3
月
31
日
現
在
」
は
正
し
く
は

「
平
成
24
年
3
月
31
日
」
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



①
生
ご
み
を
出
さ
な
い
た
め
に

・
食
料
品
は
必
要
な
量
を
計
画
的
に
購
入
し
、
調

理
し
ま
し
ょ
う
。
賞
味
期
限
切
れ
や
食
べ
残
し

な
ど
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
作
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
冷
凍
保
存
し
、

む
や
み
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
生
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
た
め
に

・
野
菜
の
皮
な
ど
の
調
理
く
ず
は
、
水
に
濡
ら
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
三
角
コ
ー
ナ
ー
、
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
、
で
き
る
だ
け
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
そ
し
て
ご
み
に
出
す
前
に
、
さ
ら
に
も
う
一
絞

り
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
干
し
た
り
、
道
具
を
使
う
な
ど
家
庭
で
工
夫
し
、

水
切
り
の
効
果
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

③
生
ご
み
を
家
庭
菜
園
に

・
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
や
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は
、

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家

庭
菜
園
な
ど
に
利
用
す
れ
ば
、
生
ご
み
も
立
派

な
資
源
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

　
堆
肥
化
す
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
各

家
庭
の
事
情
に
あ
っ
た
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
笛
吹
市
で
は
次
の
と
お
り
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
の
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
「
生
ご
み
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
堆
肥
化
す
る
」

モ
ニ
タ
ー
募
集

・
E
M
ボ
カ
シ
製
造
団
体
に
対
し
原
材
料
費
の
購

入
助
成

・
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
者
に
対
し
て

補
助
の
交
付

7月3日（日）

日にち

二之宮

地　区

成　田

美和神社北駐車場

場　　所

成田公民館

10日（日）
井之上

夏目原

井之上公民館

夏目原公民館

17日（日）
金川原

二　階

金川原公民館

二階出荷所

24日（日）
若　宮

下黒駒

若宮公民館

下黒駒ふれあいスポーツ広場

時　　間

午前７時～８時

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディーゼ
ル燃料になり、ごみ収集車などに利用されます。7月は御坂地区で実施しますので、ご家庭に廃食油が
あれば、ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。
▼日時・場所

▼回収する油の種類　　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）
○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。　○天かすなどは取り除いてください。
○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。　○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。

■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�05 5（2 6 1）2 0 4 4　または各支所

　家電リサイクル法対象品目であるエアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機の特別

収集を行います。収集の際、リサイクル料金がかかりますので、当日ご持参ください。業務用の家電

は収集しません。

【特別収集の対象となる家電品目】

　エアコン　テレビ　冷蔵庫・冷凍庫　洗濯機　衣類乾燥機

リサイクル料金は品目とメーカーで料金が異なりますので注意してください。

　

エアコン：3,150円　　　　テレビ：2,835円

冷蔵庫・冷凍庫：5,869円　洗濯機：3,444円

　

▼８月６日（土）　午前８時30分～正午　笛吹市役所本庁舎東側駐車場

■詳しい家電リサイクル料金はこちらへ

　（財）家電製品協会家電リサイクル券センター　☎�01 2 0 - 3 1 9 6 4 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ：http://www.rkc.aeha.or.jp/

　犬のしつけ方教室を開催します。

▼日時　８月５日（金）　受付　午後１時30分　開催　午後２時～４時

▼場所　御坂農村環境改善センター　多目的ホール

※犬の同伴はできません。なお、当日参加もできますが、できるだけ事前にお申し込みください。

■申込・問合せ先　ごみ減量課　☎�05 5（2 6 2）4 1 1 1　峡東保健所　☎�05 5 3（2 0）2 7 5 1

　あき地は、土地の所有者（管理者）の責任で管理していただいていますが、あき地の雑草に関する

苦情が非常に多く市に寄せられています。市では、雑草に関する苦情を受けた場合、職員が現場確認

を行い、土地所有者に除草通知を送付するなどして指導を行っています。

　あき地の雑草を茂ったままにしておくと害虫の発生源となるだけでなく、ごみを捨てられるなど、様々

な問題を引き起こす原因となる恐れがあります。

　あき地の所有者（管理者）は、常にあき地の適正な管理に心掛けていただき、清潔で快適な街づく

りにご協力をお願いします。

　
市
で
は
、
お
盆
の

お
供
物
を
可
燃
ご
み

と
し
て
収
集
し
ま
す
。
通
常
の

可
燃
ご
み
同
様
、
各
自
の
責
任

で
、
区
の
決
め
ら
れ
た
可
燃
ご

み
の
曜
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
区
独
自
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
場
合
は
区
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
団
体
「
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
な
し
」

で
は
、
廃
食
油
・
賞
味
期
限
切

れ
の
て
ん
ぷ
ら
油
収
集
を
行
い

ま
す
。
収
集
さ
れ
た
油
は
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。
（
業
務
用
油
は
収

集
で
き
ま
せ
ん
）

▼
日
時
　
7
月
10
日（
日
）

　
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎
東
側
駐
車
場

　環境省では地球温暖化防止のために、夏至から七夕までの間、ライトアップ施設に消灯を呼びかけ

る「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」を平成15年から実施しています。

　この夏は、特に節電が求められる６月22日～８月31日を対象に、昼も夜も自主

的な消灯を呼びかける「昼も。夜も。節電ライトダウン2011」を実施します。

　市でも、夜間施設照明や公共施設の消灯・節電等の取り組みを行いますので、

市民の皆さんも各ご家庭でのライトダウンによる地球温暖化防止・節電にご協力

をお願いします。

「昼も。夜も。節電ライトダウン2011」ホームページ　http://coolearthday.jp/



中学生
男子の部

佐藤・瀧澤組
（敷島中）

中学生
女子の部

渡辺（結）・渡辺（美）組
（吉田中）

高校生
男子の部

村松・三国谷組
（甲府南高）

高校生
女子の部

雨宮・奥山組
（甲府商業高）

一般男子
白倉・田近組（新星ク
ラブ・しんぐー軍団）

一般女子
依田・清水組
（すずかけクラブ）

成年女子
荻野・広瀬組
（かいじクラブ）

壮年一部
男子

千野・田村組（甲府市
役所・富士宮クラブ）

壮年一部
女子

星野・奥山組
（かいじクラブ）

壮年二部
男子

小林・花輪組
（竜王クラブ）

壮年二部
女子

福田・横山組
（すずかけクラブ）

壮年三部
男子

権正・手塚組
（朋友会）

ヨットレースをする参加者

集会室において披露されたしゃぼん玉ショー

　
6
月
5
日
、
境
川
町
寺
尾
地
内

の
田
ん
ぼ
で
「
わ
い
わ
い
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
が
子
ど
も
た
ち
に
、

ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
遊
ん
で
も
ら

う
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
文
部
科
学
省
が

推
進
す
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
認
定
さ
れ
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん

で
も
う
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
て
、
今
回
も
そ
の
一
環
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
70
名
ほ
ど
が
参
加
し
、

大
玉
を
転
が
し
て
遊
ん
だ
り
、
ヨ

ッ
ト
に
乗
っ
て
泥
の
上
を
滑
走
し

た
り
し
て
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
夢
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
5
月
15
日
、
市
立
図
書
館
は
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ラ
ケ
ッ
ト
等
、
身

の
回
り
の
物
で
し
ゃ
ぼ
ん
玉
作
っ

て
楽
し
む
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
5
0
0
名
の
親
子
連

れ
が
参
加
し
、
天
候
に
恵
ま
れ
た

休
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
場
に
お
い
て
、
童

謡
歌
手
の
雨
宮
知
子
さ
ん
が
「
翼

を
く
だ
さ
い
」
「
み
か
ん
の
花
咲

く
丘
」
な
ど
全
11
曲
を
歌
う
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

リニアクイズに挑戦する参加者

　
5
月
21
日
、
境
川
総
合
会
館
前
駐

車
場
に
て
同
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
に
お
け
る
、
県
内
の
中
間
駅
が
今

年
度
に
も
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
、
駅
誘
致
の
機
運
を
い
っ
そ
う
盛

り
上
げ
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の

マ
ス
コ
ッ
ト
「
ヴ
ァ
ン
く
ん
」
と
の

記
念
撮
影
会
や
ミ
ニ
新
幹
線
に
乗
車

で
き
る
催
し
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
休
日
を
満
喫

し
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
東
日
本

大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を

併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

※
６
月
７
日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
、
県

内
に
お
け
る
中
間
駅
の
候
補
地
は

「
甲
府
盆
地
南
部
地
域
」
と
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
5
月
8
日
、

石
和
中
央
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

に
お
い
て
、

同
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
優

勝
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

委嘱された方 （々前列）、自衛隊山梨地方協
力本部の方々及び荻野市長

マスコットの説明をする笛吹交通安全
協会一宮支部の早川支部長

大型スクリーンに事業
概要を映しての説明

　
市
で
は
、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
都
市
」

実
現
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

協
働
を
基
本
に
、
行
政
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
22
年
度

は
43
の
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
ご
と

に
目
標
数
値
を
掲
げ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
と
し
て
、
お
約
束
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
検
証
に
関
し
て

の
報
告
会
を
、
5
月
20
日
に
、
い
ち

の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で

開
催
し
、
市
議
会
議
員
や
行
政
委
員
、

団
体
代
表
者
、
市
職
員
な
ど
の
参
加

者
の
前
で
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

た
43
事
業
の
う
ち
24
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証
は
、
各
事

業
に
つ
い
て
の
目
標
数
値
や
工
程
、

費
用
に
対
す
る
結
果
に
併
せ
今
後
の

方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
検

証
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知事を囲んでのひざづめ談議
（おごっそう家）

　
5
月
16
日
、
知
事
対
話
「
県
政
ひ

ざ
づ
め
談
議
」
が
、
芦
川
町
上
芦
川

地
区
の
芦
川
活
性
化
交
流
施
設
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
対
話
は
、
県
民
と
知
事
が
直

接
、
県
の
現
状
や
将
来
、
あ
る
い
は

県
政
全
般
の
諸
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、

普
段
着
の
対
話
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
、

芦
川
農
産
物
直
売
所
「
お
ご
っ
そ
う

家
」
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
芦

川
農
産
物
直
売
所
運
営
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
19
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
、

今
後
の
芦
川
町
の
農
業
や
地
域
活
性

化
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
知

事
は
、
兜
造
り
の
古
民
家
や
石
垣
の

段
々
畑
の
様
子
も
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
月
22
日
、
自
衛
官
募
集
相
談

員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
自
衛
官
志

願
者
に
対
し
、
自
衛
隊
に
関
す
る
情

報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
地
域
で
の
広

報
な
ど
の
募
集
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
募
集
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
た
の

は
次
の
方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）
な

お
、
任
期
は
2
年
間
（
平
成
23
・

24
年
度
）
で
す
。

�
石
和
町
�
�
佐
野
�
征
典

�
石
和
町
�
�
海
野
利
比
古

�
御
坂
町
�
�
沢
登
�
正
方

�
一
宮
町
�
�
西
村
�
利
雄

�
八
代
町
�
�
向
山
�
令
男

�
境
川
町
�
�
小
澤
�
恒
夫

�
春
日
居
町
�
三
枝
�
�
宏

反射材付きマスコット

　
同
一
宮
支
部
で
は
、
一
宮
地
区

の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
、
昨
年
は
登

校
班
の
横
断
旗
を
1
5
0
本
配
布

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
5
月
24
日

か
ら
3
日
間
、
交
通
安
全
教
室
な

ど
を
利
用
し
て
3
小
学
校
の
児
童

全
員
に
、
か
わ
い
い
猫
型
「
じ
こ

に
あ
わ
ニ
ャ
い
」
の
反
射
材
付
き

マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
さ
っ

そ
く
ラ
ン
ド
セ

ル
な
ど
に
つ
け

て
元
気
に
登
校

し
て
い
ま
す
。

■問合せ先��経営企画課
　経営政策担当
　☎�055（262）4111



●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
7
月
28
日（
木
）午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
７
月
21
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

７
月
２
日（
土
）・
９
日（
土
）・
16
日（
土
）・

23
日（
土
）・
30
日（
土
）

午
前
の
部
�
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
�
２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

７
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

�（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
７
月
２
日（
土
）午
後
2
時
〜
３
時

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

�（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

　
７
月
15
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

７
月
23
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
７
月
６
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
７
月
20
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
７
月
９
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
〜
お
は
な
し
会
〜

７
月
３
日（
日
）・
10
日（
日
）・
24
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　
７
月
８
日（
金
）・
22
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
７
月
17
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

�
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

７
月
２
日
（
土
）
・
16
日
（
土
）
・
23
日

（
土
）・
30
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

７
月
９
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

７
月
６
日（
水
）・
13
日（
水
）・
20
日（
水
）・

27
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

７
月
２
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

７
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
楽
し
も
う
！

７
月
９
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

７
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

７
月
23
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
7
月
14
日
（
木
）
は
図
書
館
シ
ス
テ
ム

切
替
の
た
め
、
全
館
休
館
と
な
り
ま

す
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�
雨
宮
）

�
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

14
日（
木
）シ
ス
テ
ム
切
替
の
た
め
全
館
休
館

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
14
日（
木
）・

19
日（
火
）・
25
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

６
日（
水
）・
13
日（
水
）・
14
日（
木
）・

20
日（
水
）・
27
日（
水
）・
29
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
14
日（
木
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
14
日（
木
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
）

◆
境
川
図
書
室

３
日（
日
）・
10
日（
日
）・
14
日（
木
）・

17
日（
日
）・
18
日（
月
）・
24
日（
日
）・

31
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
14
日（
木
）・

19
日（
火
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
）

　7月7日の「七夕」は「ゆかたの日」でもあります。
ゆかたを着たり、オリジナルの風鈴作りをして、さらに七夕を楽しんでみませんか。

ビンゴで図書館
めぐりをしよう！！

▼日　程　７月７日（木）
☆風鈴作り�…�午前10時から�(材料がなくなり次第終了)
☆七夕タンタンお話会�…�午前11時から(石和図書館)�
☆ゆかた着付け指導�…�午後１時～３時
(練習用の浴衣はご用意しますが、持参して頂くとそのまま着て帰れます♪)
▼場　所　市内各市立図書館　　　▼参加費　無料(申込み不要)

　図書館でビンゴの用紙をもらったらスタート！
　そろえたい列のマスに書いてある本を借りて、縦と横のスタンプを押してもらおう！
　ビンゴになるとかわいいプレゼントがありますので、チャレンジしてみてね。
詳しくは図書館のカウンターでお尋ねください。

　7月14日（木）は図書館システム切替のため1日だけ全館休館とさせていただきます。
　また、切替作業による休館をなるべく短かくするため、7月11日（月）～13日（水）は、
オフラインでの開館となり、利用者登録（カード再発行）、図書の検索・予約・相互
貸借などの業務ができなくなります。
　利用者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

図書館スタッフ全員が、夏の風物詩「ゆかた姿」で皆さんをお待ちしています。

▼期　間　7月1６日(土)～8月21日(日)(図書館休館日を除く)
▼場　所　市内各市立図書館

野菜の栄養をたっぷり知って、新鮮野菜を自分で収穫!一緒に調理してみませんか。

▼対象　小学生　　▼日時　7月30日（土）　午後1時30分～　　▼持ち物　エプロン、三角巾
▼場所　一宮図書館及びいちのみや桃の里ふれあい文化館調理実習室
▼定員　30人　事前申し込みをお願いします。　　　▼協力　笛吹市健康づくり課栄養士
■申込・問合せ先　一宮図書館　☎�0553（47）5220



■問合せ先　生涯学習課　スポーツ振興担当　☎�055（261）3338

�8月6日にJリーグ1部のヴァンフォーレ甲府対サンフレッチェ広島戦が開催されます。この試合で

は「笛吹市・身延町サンクスデー」として来場者への特産品プレゼントやハーフタイム抽選会な

どのイベントが行われます。

　また、市ではホームタウンとして招待券を配布します。

�J1でのさらなる躍進に期待し、スタジアムで熱いエールを送りましょう。

▼日時　8月6日（土）　午後6時30分キックオフ�（対サンフレッチェ広島）

▼場所　小瀬スポーツ公園山梨中銀スタジアム

▼招待券配布

　○対象者　笛吹市民

　○応募受付期間　�7月1日（金）～15日（金）　※7月15日（金）消印有効

　○配布枚数　140枚（70組）お一人様2枚

　○観戦席　バックスタンド側A自由席

　○応募方法　往復ハガキで申し込んでください。

　※往信ハガキに㈰住所、㈪氏名、㈫生年月日、㈬電話番号を記入してください。

　※返信ハガキに㈰郵便番号、㈪住所、㈫氏名を記入してください。

　※配布枚数以上の申し込みがあった場合については、抽選になります。

　○応募先　〒406―0031　笛吹市石和町市部809―1

　　　　　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　スポーツ振興担当

　○配布　返信ハガキを持参いただき、市教育委員会生涯学習課でお渡しします。

　○配布日　7月29日（金）　午前9時～正午・午後1時～5時

　※申し込みについて、電話・ファックス及び事前予約等の受付けはできません。
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